
閉会挨拶 

 

常務理事の下野でございます。 

 

本日は大変貴重なご講演に加え、矢野先生をモデレーターとして基幹航路のあり

方、さらには港湾戦略などにも踏み込んで活発な意見交換をしていただき、また会

場と視聴者からの質問にも答えていただきました。 

 

大変盛りだくさんの内容で本当にありがとうございました。 

 

本日ご登壇いただいた講師の皆様に厚く御礼を申し上げます。 

 

このグローバルサプライチェーンの強靭化という課題は、矢野先生が総括コメン

トでも話されていましたように、荷主企業における在庫の積み増し、緊急時の代替

ルートの確保といった取組だけにとどまらず、荷主企業が取引先と連携して、また

フォワーダー・船社・港湾など多くの関係者が連携して、全体で取り組むべき課題

になってきていると思います。 

 

これらの対策には、これも矢野先生はじめ講師の方が指摘されていましたが、デ

ジタル技術を活用したサプライチェーン全体の「見える化」やサプライチェーン全

体の「脱炭素化」といった様々な投資が必要になります。そのコストについても関

連する企業だけではなく一般の消費者も応分の負担が必要になってくるのではない

かと思いました。 

 

 



このように、グローバルサプライチェーンの強靭化という課題は、山本さまも言

われたように世界的にも関心の高い課題ですが、我が国としても、経済安全保障の

観点も踏まえ、一般消費者を含む国民的な課題として取り組むべき課題ではないか

と思いました。 

 

今回のセミナーがひとつの契機となり、多くの方々のさらなる取組あるいは連携・

協働につながっていくことを期待したいと思います。 

 

当センターといたしましても、今後、国際海上輸送に関する動向の把握・分析、

そして海運問題を中心に国際貿易を含む多くの関係者の方々が抱える課題等に関し

まして調査研究活動を進めて参る所存ですので、当センターの取組について期待し

注目していただければと思います。 

 

本日は長時間にわたりまして誠にありがとうございました。 

 


